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あらまし   近年 jQueryの需要が高まり，公開される jQueryプラグイン数も増大している．そのため，目的の jQuery
プラグインを効率的に探し出す検索技術が求められている．しかし，アニメーション効果を有する jQueryプラグイ
ンを検索する際には，動作確認用Webページ（デモページ）と検索サイト間を往復しなければ動作把握ができず検
索効率が悪い．したがって，効率的に jQueryプラグインを探すためにはプラグインの動作把握が可能なサムネイル
が必要である．しかしながら，静止画サムネイルではプラグインの動作把握は困難である．そこで本研究では，jQuery
プラグインのデモページからデモ部分のみを抽出し，アニメーションサムネイルを生成する手法を提案する．提案

手法では，まずデモページ内からデモ部分のみを抽出する．次に，デモ部分にクリックやホバーイベントを自動的

に発火させ，一定間隔で撮影する．最後に撮影画像からアニメーションサムネイルを生成する．被験者実験の結果，

本研究のアニメーションサムネイルを用いることで，プラグイン検索時に目的のプラグインを探し出すまでの所要

時間が，従来手法（静止画サムネイル+文字情報）を用いる場合より約 50%短縮された． 
キーワード   jQueryプラグイン，サムネイル，ユーザインタフェース 

 
1. はじめに  
近年， jQuery[1]への関心が高まっている． jQuery と

は JavaScript のオープンソースライブラリであり，豊
富なプラグインから成る拡張性，コード記述の簡潔さ，

容量の軽さが評価されている． 2010 年は世界の人気
Webサイト上位 1万件中の 28%で jQueryが使用されて
いたが，2012 年 6 月には，54.7%に使用率が上昇した
という報告がある [2]．また，企業も積極的に jQuery
を利用しつつある．Microsoft 社はクライアントサイド
の Ajax アプリケーション開発に jQuery を最優先に用
いると発表し [3]，Nokia 社も Web アプリケーション開
発環境「Web Run-Time」に jQuery を統合する [4]等，
jQuery の需要はますます高まっている．このような背
景から， jQuery プラグイン数も増大することが予想さ
れる．  

jQuery プラグインとは，jQuery ライブラリ本体の機
能を手軽に拡張することができるライブラリで，誰で

も制作・公開することが可能である．そのため，近年

の jQuery プラグインの増加に伴い，目的の jQuery プ
ラグインを効率的に見つけ出す検索手段が必要となる． 
現在， jQuery プラグインの代表的な検索手段として

は次の 3 つが挙げられる．  
 検索エンジンによるキーワード検索  
 種類別にカテゴリ分けされたプラグイン紹介

Web サイト  
 Web 関連技術紹介サイトやブログ  
キーワード検索とは，Google に代表される検索サイ

トにおいて，プラグイン名や「Slider」「Accordion」と
いった Web デザイン用語を手がかりに検索を進めて
いく方法で，プラグイン名や用語が正確にわかる場合

は有効である．  
カテゴリ分けされたプラグイン紹介 Web サイトと

しては jQuery List[5]や jquer.in[6]が挙げられる．jQuery 
List は「Text and Links」「Grids」といったプラグイン
の使用用途によるカテゴリ分けがなされ， jquer.in は
「Slider」，「Navigation」といった Web デザイン用語に
よってカテゴリ分けされている．カテゴリ分けされた

Web サイトは，同一カテゴリ内で比較・検討しながら
検索を進める場合に適している．  

Web 関連技術紹介サイトやブログの一例として，
coliss[7]が挙げられる．これはブログ形式の Web サイ
トで， jQuery プラグイン関連記事においては「格好良
いプラグイン」や「使いやすいプラグイン」等，サイ

ト管理人がプラグインを紹介する形式である．そのた

め感性的なカテゴリ分けがされており，使いやすさや

jQueryプラグインの印象から検索を進める場合には有
効である．  
以上 3 種類の検索手段において， jQuery プラグイン



 

 

を検索するための手がかりは，文字情報と静止画サム

ネイルである．しかし，文字情報と静止画サムネイル

からアニメーション効果を有する jQuery プラグイン
の動作内容を的確に把握することは難しい．そのため，

プラグイン制作者は「デモページ」と呼ばれる，動作

確認用の簡易的なページを用意している場合が多い．

したがって，検索者は目的のプラグインが見つかるま

で検索サイトとデモページ間を何度も往復することに

なる．この動作把握作業の際にページ遷移数が増加し，

検索効率が悪化していると考えられる．  
そこで本研究では， jQuery プラグインの動作把握が

可能なアニメーションサムネイルの生成手法を提案し，

プラグイン検索効率の向上を目指す．本手法では，ま

ず jQuery プラグインのデモサイト内からデモ部分の
みを抽出する．次に，デモ部分内におけるイベントを

自動的に発火させ，一定間隔で撮影する．最後に，撮

影画像からアニメーションサムネイルを生成する．こ

のように，動画を閲覧するようにプラグインの動作が

把握出来るサムネイルを生成することで， jQuery プラ
グイン検索時の検索効率向上を目指す．  
本稿では以下の構成をとる．まず，第 2 節で関連研

究をまとめ，第 3 節で提案手法を述べる．第 4 節で実
験と結果について述べ，最後に第 5 節でまとめる．  

2. 関連研究  
本節では関連研究について述べる．なお， jQuery プ

ラグインの動作を動くサムネイルに変換する既存研究

は，我々の知る限り存在しない．そのため，Web ペー
ジのサムネイルや動くサムネイルに関する研究，及び

jQuery プラグイン紹介 Web サイトについて紹介する． 

2.1. Web ページのサムネイルに関する研究  
Teevan ら [8]は，Web ページ内からロゴ，タイトル文

字列，最も重要な画像の 3 要素を抽出し，一つの画像
に合成させてサムネイル (visual snippets)を制作する手
法を提案した．タイトル文字列は HTML 解析によって
抽出し，重要な画像とロゴは，画像名や位置といった

幾つかの特徴を基にした機械学習によって抽出されて

いる．被験者実験においては，テキストスニペットや

Webページ全体を縮小した静止画サムネイルを用いる
場合よりも，検索効率が上昇したことが示されている． 

Jiao ら [9]は，サムネイル化対象 Web ページと最も関
連性が高い画像を Web 上から探索し，サムネイルを生
成する手法を提案した．サムネイル生成の手順は次の

通りである．まず，対象 Web ページから Chen ら [10]
の KEX アルゴリズムを用いてキーフレーズを抽出し，
そのキーフレーズを基に Web 画像検索を行う．次に，
抽出した画像のリンク元ページとサムネイル化対象ペ

ージの文書中の特定単語がどのくらい特徴的であるか

を識別する指標である TFIDF (Term Frequency Inverse 
Document Frequency)の値からコサイン類似度 [11]を算
出する．そして，画像の類似度及びリンク構造から画

像の典型度合いを示す VisualRank[12]の値を求め，こ
の VisualRankの値と TFIDFコサイン類似度を基に最適
な静止画サムネイルを抽出する．  
本研究は， jQuery プラグインのデモページを対象と

している点において既存研究とは大きく異なる．  

2.2. 動くサムネイルに関する研究  
Correa ら [13]は，一動画中の複数シーンを繋ぎ合わ

せ，映像の流れが表現可能な動画用ダイジェストサム

ネイル (Dynamic video narratives)の生成手法を提案し
た．Dynamic video narratives の制作手順は次のとおり
である．まず，Lowe ら [14]の手法に従ってユーザが選
択した複数シーンを継ぎ目なく結合させる．次に

Kaewtrakulpong ら [15]の手法に従って前景と背景を区
別し，背景を一場面に固定する．前景の動く物体には，

背景等の不要情報を取り除くマスクを付加させ，マス

クを付加した前景物体のみを動かす．最後に，前景物

体が動くことで生じるブレを取り除く．  
宮崎ら [16]は，楽曲の躍動感やビートを動きによっ

て表現するアイコン (DynamicIcon)を提案した．これは
楽曲検索時の効率向上を目指した研究で，楽曲のサビ

部分のテンポやコード進行をカラーバーの色と面積変

動によって表現している．  
動くサムネイルを用いたサービスとしては，動画共

有サービス Gnzo[17]が挙げられる．Gnzo は，1 画面内
でユーザが投稿した多数の動画を同時に再生するアプ

リで，電気通信大学笠原研究室が開発した fabric 
video[18]という技術を用いている． fabric video とは，
大量高精細映像コンテンツへの高機能なインタラクテ

ィブ視聴を可能とする映像配信技術である．  

本研究では， jQuery プラグインのデモページを対象
に，動くサムネイルを生成するという点において，既

存研究とは異なる．  

2.3. jQuery プラグイン紹介 Web サイト  
2.3.1. jQuery List 

jQuery List[5]とは， jQuery プラグインをカテゴリ
毎に分類して紹介している Web サイトであり，2013
年 2 月現在で 597 個のプラグインが掲載されている．
jQueryList のカテゴリ選択メニューを図  1 に示す．  



 

 

 

図  1 カテゴリ選択メニュー 1 

カテゴリは 32 種類あり，「Form」「Text and Links」
といった Web サイトの要素名や「 Animation and 
Effects」といった効果名によって分類されている．各
カテゴリをクリックすると，静止画サムネイル一覧表

示画面に遷移し，「 check it out」ボタンを押すとプラ
グイン紹介ページに遷移する．さらにプラグイン紹介

ページ内の「Visit Website」ボタンをクリックするこ
とで，プラグインのデモページに遷移することが可能

である．プラグイン検索時の手掛かりとしては，カテ

ゴリ，各プラグインのデモページの一部分を撮影した

スクリーンショット画像，及び機能や動作に関する説

明文である．  
jQuery List はカテゴリ別に検索が可能であるため，

同一カテゴリ内で比較・検討しながらプラグイン検索

を進める場合には有効である．  

2.3.2. jquer.in 
jquer.in[6]とは，jQuery プラグインをカテゴリ毎に

掲載している Web サイトで，2012 年 12 月現在で約
590 件のプラグイン紹介ページがある．2.3.1 で紹介し
た jQuery List と異なる点は，カテゴリの分類方法で
ある． jQuery List ではアニメーション効果を有する
プラグインの大部分は「animation and Effect」もし
くは「Sliders and Accordions」カテゴリに属してい
たのに対し， jquer.in においては Slider，Gallery，
Carousel といった複数のアニメーション関連カテゴ
リが存在する．また，一つのプラグインが複数カテゴ

リに属することができるという点も jquer.inの特徴で
ある．例えば Slider であり，かつ Gallery でもあるプ
ラグインは，どちらのカテゴリを閲覧した場合でも表

示される． jquer.in のメイン画面スクリーンショット
を図  2 に示す．  

 
図  2 メイン画面 2 

                                                                    
1 THE ULTIMATE jQuery List, http://jquerylist.com/ 

静止画サムネイルの下部にはプラグインの説明文

が記載されている．静止画サムネイルをクリックする

とプラグインの詳細ページに遷移し，さらにプラグイ

ン詳細ページ内の「Example」リンクをクリックする
ことでデモページへと遷移する．  

2.3.3. coliss 
coliss[7]は個人が管理している Web サイトで，Web

サイト制作に役立つ情報を掲載している．管理人のお

すすめ情報をブログ形式で更新しており，1 か月に約
40～80 件の記事がアップされる． jQuery プラグイン
の他にも HTML や CSS，フォントやイラストに関す
る情報が多く掲載されており，2012 年 11 月現在で総
記事数は約 3,800 件ある．そのうち jQuery プラグイ
ンに関する投稿は約 900 件で，その多くは管理人のお
すすめプラグインを紹介する記事である．「かっこいい

jQuery プラグインのまとめ」のように管理人の感性に
基づいて紹介する記事が多いため，使いやすさやプラ

グインが与える印象から検索を進める際には適してい

る．また，1～2 か月毎に「 jQuery プラグイン 33+1
選」と呼ばれる，その月のプラグインを紹介するまと

め記事がアップされる．coliss の jQuery プラグイン紹
介記事の一部を図  3 に示す．  

 

図  3 jQuery プラグイン紹介記事一例 3 

さらに，毎年 12 月には「 jQuery プラグイン 100 選」
という一年間のまとめ記事がアップされる．このまと

め記事においてのみ，jQuery プラグインをカテゴリ別
に参照することが可能である．  

3. アニメーションサムネイル生成手法  
3.1. 対象となる jQuery プラグイン  
本研究では，jQuery プラグインの中でもアニメーシ

ョン効果を有するプラグインのみを対象とする．なぜ

なら，アニメーション効果を有するプラグインは，従

                                                                                                                   
2 jquer.in, http://jquer.in/ 
3 coliss, “jQuery のプラグイン 33+1 選 -2012 年 4 月 ”, 
http://coliss.com/articles/build-websites/operation/javascr
ipt/jquery-plugins-best-2012-apr.html 



 

 

来手法の静止画サムネイルと文字情報のみでは動作把

握が困難であるため，本研究の対象にふさわしいと考

えたためである．ここで言う「アニメーション効果」

とは，画像や文字の形・色，または画像の表示方法・

表示位置がスムーズに変化することを意味する．以下

に，本手法で使用する jQuery プラグインの種類を記
載する．なお，カテゴリ分けは jquer.in 及び coliss に
基づく．  

 コンテンツスライダー・カルーセル  
複数画像を狭いエリアに表示させる手法を (コンテ

ンツ )スライダーやカルーセルと呼ぶ．本カテゴリのプ
ラグインは画像切替え時のアニメーション効果や表示

枠の装飾を制御するものが多く，末端のコンテンツま

で到達した際に逆側の端にループするものをカルーセ

ル，ループしないものをスライダーと呼ぶ場合が多い． 
 ギャラリー  
大量の写真やイラストを見やすく配置するプラグ

インが，本カテゴリに属することが多い．  
 アニメーション  
画像や文字に何らかの動きを適用させるプラグイ

ンが本カテゴリに属する．例えば，画像を振動させて

表示したり，波打つような効果を与えたりするプラグ

インがある．  
 ナビゲーション  
ナビゲーションとは誘導表示のことで，特にメニュ

ーバーを指す場合が多い．メニューバーの一部をマウ

スホバーすると，選択部分を変色・変形させるプラグ

インが代表的である．  
 エフェクト  
画像の色や形を変化させるプラグインが本カテゴ

リに属する．例えば，画像をモノクロや半透明表示に

するプラグインがある．  
 テキスト  
テキストの表示に特化したプラグインが本カテゴ

リに属する．例えば，タイプライターで打つように文

字を表示するプラグインがある．  

ナビゲーション・エフェクト・テキストカテゴリに

おいては，アニメーション効果のあるもののみを対象

とする．また，ホバー・クリック以外のマウスイベン

トによってアニメーション効果が引き起こされるもの

は対象から除外する．例えばドラッグ・ドロップとい

ったマウスイベントが該当する．なぜなら，ドラッグ・

ドロップ操作で動作するプラグインはあまり一般的で

はない上に，要素の順序や位置を変更するといった動

作のものがほとんどであり，アニメーション効果が限

られているため対象外とした．  

3.2. 提案手法の概要  
図  4 に提案手法の流れを示す．なお，提案手法にお

いて入力データとなるのは jQuery プラグインの名前
と，jQuery プラグインのデモページ URL である．デモ
ページ URL は， jQuery List， jquer.in， coliss といった
プラグイン紹介 Web サイト内のリンクから入手する． 

 

図  4 提案手法の流れ  

3.3. デモ部分抽出  
デモページ内には広告やメニューバー等， jQuery プ

ラグインのデモ以外の情報が含まれている場合がある．

そのため，デモページ内から jQuery プラグインのデモ
部分のみを検出することが必要となる．そこで，HTML
タグに付加された id・class 名に重み付け処理をするこ
とで，デモ部分の抽出を実現している．デモ部分抽出

処理には PhantomJS[19]を用いた．  
まず，重み付け処理に使用するスコアを決定するた

めに， 3.1 項で示したカテゴリに属するプラグインデ
モページ 100 件において，デモ部分及びデモ部分の一
つ上階層の要素 (親要素 )の id・ class 名の出現回数を調
べた．この出現回数の割合に応じて，表  1 の通りにス
コアを決定した．  

表  1 id・ class 名とスコアの対応  
 id・ class 名  スコア  

container，  content，  main，  wrap，  
slide，  demo，  example  

10 親

要

素  side， second， top， left， foot， ad  -10 
プラグイン名  35 
slide，  slider，  slideshow 27 
プラグイン名+記号  (“_”や “-”) 20 
demo 10 
example， gallery， sample， view 等  8 

デ

モ

部

分

要

素  ad，  footer，  code，  banner -10 

表  1 を基に，アニメーションサムネイル生成対象ペ
ージの HTML 内のタグを重みづけし，最もスコアが高
い部分をデモ部分として抽出する．なお，表  1 中に示
した id・class 名が存在しない場合や，最大スコアが 0
未満の場合は，デモページ全体をデモ部分とすること

とした．また，同一ページ内に複数個のデモが存在す

る場合，現状では最も得点の高かった 1 箇所のみがデ



 

 

モ部分として抽出される．  

3.4. イベント自動発火と撮影  
jQueryプラグインの多くはマウスホバーやクリック

等，特定のイベントが発生した際に動作する．そのた

め，これらのイベントを自動的に発火させながら，ス

クリーンショットを撮影する必要がある．本処理には

PhantomJS と， jQuery の trigger 関数を用いている．  
イベント発火処理は， 3.3 節で抽出したデモ部分の

特徴を基に，表  2 のようにイベント発火方法を 3 種類
に分けることとした．  

表  2 プラグイン種別とイベント発火方法  

種類  分類基準  イベント  
発火方法  

Slider・
Carousel 

デモ部分内に「→ (next, 
right)」ボタンが存在す
るプラグイン  

「→」ボタン

に，クリック

イベントを複

数回発火  

Normal 

Slider・ Carousel 以外の
もののうち，デモ部分内

に発火可能イベントを 1
つ以上有するプラグイ

ン  

探索したイベ

ントを一つず

つ発火  

No 
events 

発火可能イベントがデ

モ部分内に見つからな

かったプラグイン  
発火させない  

表  2 の通りにイベントを発火させながら，スクリー
ンショット撮影処理を行う．スクリーンショットはプ

ラグイン種別に関わらず 30 枚撮影することとし，撮影
が終わり次第イベント発火処理も終了することとした．

イベント発火間隔とスクリーンショット撮影間隔は動

作時間の計測結果を基に，表  3 の通りに定めた．  

表  3 プラグイン種別とイベント発火・撮影間隔  

プラグイン種別  イベント発火  
間隔 [ms] 

撮影間隔

[ms] 

Slider・Carousel 3000 600 

Normal 100 50 

No events  200 

なお，一部のプラグインにおいては，撮影間隔が表  
3 中の値よりも遅延している場合がある．これはプラ
グインの動作が重いために，撮影処理にも遅延が発生

していると考えられる．  

3.5. アニメーションサムネイルの生成  
3.4 項で撮影した画像を並べて再生することにより，

アニメーションサムネイルの生成が可能となる．サム

ネイル生成処理には ImageMagick[20]を使用し，撮影
画像の縮小と GIF アニメーションファイルへの変換を

行っている．GIF アニメに変換する際のフレームレー
トは 4fps，すなわち 1 秒間に 4 枚の画像が切り替わる
設定とした．以下の図  5 と図  6 に，生成されたアニメ
ーションサムネイルの一例を示す．  

 

図  5 アニメーションサムネイルの一例 4 
(Normal) 

 

図  6 アニメーションサムネイルの一例 5 
(Slider・Carousel) 

図  5 は，画像左端をクリックすると書籍のページを
めくるように次の画像が現れるプラグインであり，図  
6 は next ボタンをクリックすると画像が切り替わるス
ライダープラグインである．  

4. 実験と結果  
4.1. 生成精度に関する実験  
本項では，3 節で述べた提案手法によるアニメーシ

ョンサムネイル生成精度に関する実験と結果について

述べる．  

4.1.1. 対象データ  
jQuery List，jquer.in，coliss に代表される jQuery

紹介 Webサイトから 3.1項で示したカテゴリに属する
jQuery プラグイン 100 個を選択し，実験対象データ
とした．なお，実験対象データには，表  1 のスコア値
を求める際に用いたデータは含まれていない．  

4.1.2. 生成精度に関する実験  
提案手法を用いて，4.1.1 のデータからアニメーショ
ンサムネイルを生成した精度を示す．なお，精度を検

証する際には，次の 3 つの精度区分を設けた．  

 デモ部分抽出精度  
デモページ中から，jQuery プラグインのデモ部分を

正しく抽出できた割合を示す．デモ部分以外の要素を

抽出してしまった場合や，デモの一部分のみを抽出し

た場合はデモ部分抽出に失敗したとみなす．なお，デ

モが Web ページの全画面に適用されるプラグインの
場合は，全画面撮影した場合にデモ部分抽出に成功し

たとみなす．  

                                                                    
4 m Livre Plugin jQuery, “Demonstration”, 
http://www.le-pret-a-surfer.com/mLivre/ 
5 COIN SLIDER -jQuery Image Slider with Unique 
Effect-, http://workshop.rs/projects/coin-slider/ 
 



 

 

 マウスイベント発火精度  
アニメーション効果を引き起こすマウスイベントを

正しく発火できた割合を示す．スライダー・カルーセ

ル関連プラグインの場合には「→ (next，right)」ボタ
ンを複数回クリックできたかどうか，その他のプラグ

インの場合には，アニメーション効果を引き起こすイ

ベントを発火できたかどうかが基準となる．なお，自

動で動くプラグイン (No events)の場合，何らかのイベ
ントが発火した場合は失敗とみなす．  

 アニメーションサムネイル生成精度  
デモ部分の抽出に成功し，なおかつマウスイベント

の発火も適切に行われていた割合を示す．  
表  4 に，アニメーションサムネイル生成精度を示す． 
表  4 アニメーションサムネイル生成精度  

精度種別  精度  

デモ部分抽出  68% 

マウスイベント発火  61% 

アニメーションサムネイル生成  53% 

デモ部分抽出に失敗した例としては，表  1 に記載し
た名前以外の id・class 名がデモ部分に付加されている
場合や，アニメーション効果が全画面に適用されるプ

ラグインにおいて，画面の一部のみをデモとして抽出

してしまった場合が挙げられる．デモ部分抽出に成功

したプラグインの多くは，マウスイベントの発火にも

成功した．しかし，デモ部分外にアニメーション効果

を引き起こすボタンが設置されている場合は，マウス

イベントが発火しないという問題があり，これが精度

の低下にも繋がっている．他にも，広告表示がデモの

一部を隠してしまうという失敗例も見られた．  

4.2. ユーザによる有効性の評価実験  
本項では提案手法で生成したアニメーションサム

ネイルを利用し，被験者に jQuery プラグイン検索作
業を課すことで有効性を評価する実験について述べる． 

4.2.1. 評価方法  
PC 操作に慣れている理工学部生または理工大学院

生 10 名 (男性 8 名，女性 2 名 )を被験者とし，従来手法
と提案手法のサムネイルを用いて表  5 に示す各条件
下で，目的の jQuery プラグインを発見するまでの時
間を測定する実験を行った．なお，実験を重ねる毎に

被験者が実験環境に慣れ，検索時間が短くなることも

想定し，被験者 A~E の 5 名には実験 1→4 の順で，
被験者 F~Jの 5名には実験 4→1の順で取り組んでも
らった．なお，該当プラグインを発見した場合にはプ

ラグイン名をメモしてもらうこととした．  
 

表  5 評価実験における諸条件  
実

験  
番

号  

サムネイル  
種別  

カ

テ  
ゴ

リ  

プラグ

イン数  

問

題  
数  

1 従来手法  
(静止画サムネイル+文字情報 ) 

無  35 5 

2 従来手法  
(静止画サムネイル+文字情報 ) 

有  35 5 

3 提案手法  
(アニメーションサムネイル ) 

無  35 5 

4 提案手法  
(アニメーションサムネイル ) 

有  35 5 

被験者に与えた設問の一例を図  7 に示す．なお，設
問に使用したプラグインの画像は，探索用に提示した

サムネイル中の画像及びプラグイン開発者のデモサイ

ト内の画像とは異なる．また，実験 1~4 で用いた探索
用ページ内のプラグインは重複がないよう構成し，各

実験における問題にも重複はない．  

 
図  7 評価実験にて被験者に与えた設問例  

(プラグインは自動又はマウスイベントで動作 ) 

図  8 と図  9 に，被験者に提示したプラグイン探索
用ページのスクリーンショットを示す．なお，探索用

ページの画面レイアウトは jquer.inを参考に構築した． 

 

図  8 実験 1 で用いた従来手法による  
探索用ページのスクリーンショット  

(静止画サムネイル +文字情報 ) 



 

 

 

図  9 実験 4 で用いた提案手法による  
探索用ページのスクリーンショット  

(アニメーションサムネイル +カテゴリ ) 

実験 1 と実験 2 で用いた探索用ページにおいては，
静止画サムネイルの下部にプラグインの説明文を 30
字程度で表示した．この説明文は jquer.in や coliss，ま
たはプラグイン開発者の説明文から引用したもので，

英文の場合は和訳した．実験 2 と実験 4 のカテゴリは
ALL・Gallery・Slider・Animation・Effect・Text の 6 項
目あり，このカテゴリ区分は jquer.in 及び coliss に基
づく．探索用ページ内の静止画サムネイルまたは画像

下に記載されているプラグイン名をクリックすると，

プラグインのデモページへと遷移する．なお，提案手

法のサムネイルを用いた探索用ページにおいては，ア

ニメーションサムネイル生成に失敗しているものが，

実験 3 用 Web ページ内に 13 個，実験 4 用 Web ページ
内に 11 個含まれている．生成に失敗したアニメーショ
ンサムネイルには，以下の種類がある．  

 デモ部分以外の要素も含んだサムネイル  
 デモページ全体のサムネイル  
 デモの一部のみのサムネイル  
 イベントが未発火のサムネイル  
 広告表示でデモの一部が隠れたサムネイル  

このうち，「デモページ全体のサムネイル」及び「デ

モの一部のみのサムネイル」が解答となる問題が実

験 3・4 において計 2 問含まれている．  

4.2.2. 実験結果  
4.2.1 で行った評価実験の結果を述べる．各実験にお

ける被験者毎の検索時間を図  10 に，各実験の検索時
間の平均値を図  11 に示す．図  10 と図  11 から，従来
手法 (実験 1・2)よりも提案手法 (実験 3・4)の方が，検
索時間が短縮したことがわかる．具体的にはカテゴリ

分けが無い場合，従来手法よりも平均検索時間が

49.6%減少，カテゴリ分けが有る場合は 50.0%減少した．
また，マン・ホイットニーの U 検定を用いて統計学的
検定を行った結果，実験 1・ 3 の比較では P 値が
0.0002057，実験 2・4 の比較では P 値が 0.0003248 と

なり，有意水準 5%において，提案手法で検索時間が
減少することは統計的に有意であると分かった．  

 
図  10 実験 1~ 4 における被験者毎の検索所要時間  

 

図  11 実験 1~ 4 の検索所要時間の箱ひげ図  

実験後のインタビューでは，全被験者が提案手法 (実
験 3・4)の方が検索しやすかったと回答し，その内 8
名は実験 4 が最も検索しやすかったと回答した．3 名
の被験者は実験 3の方が実験 4よりも検索時間が短い．
これは，実験 4 においてカテゴリ分け機能を使用せず
検索作業を行ったことや誤ったカテゴリで検索作業を

行ったことによるものである．また，生成に失敗した

サムネイルが正答となる問題を間違えた被験者はおら

ず，検索時間にも大きな変化はないことから，デモの

一部または全体を撮影したサムネイルもプラグインの

判別に有用だとわかる．  

また，アニメーションサムネイルは常に動く仕様で

あったため，「目がちらついた」という感想もあった．

これに関しては，例えば，マウスホバーした際にアニ

メーションを再生するようにしたり，一画面中に表示

するアニメーションサムネイルの個数を減らしたりす

ることで，目のちらつきを軽減できると考えられる．  

5. まとめ  
本稿では， jQuery プラグイン検索時に，従来の静止

画サムネイルと文字情報のみではプラグインの動作を

把握が難しく，検索効率が悪いという問題に着目し，

この問題を解決するために jQuery プラグインに特化
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したアニメーションサムネイルの生成手法について述

べた．提案手法では， jQuery プラグインのデモページ
においてデモ部分のみを抽出し，マウスイベントを自

動的に発火させてアニメーション効果を引き起こし，

その様子を撮影してサムネイル化するという手法を提

案した．実験の結果，ユーザが目的の jQuery プラグイ
ンを探し出すまでの時間が約 50%減少したことがわか
った．  

今後の課題としては，アニメーション効果の長さ・

速さによってイベント発火間隔・撮影間隔を調節する

ことや， jQuery プラグインファイル解析によるサムネ
イル生成精度の向上が挙げられる．また，本手法を

jQuery 以外の JavaScript ライブラリにも適用し，各ラ
イブラリに対応したサムネイル生成をすることも検討

していきたい．さらに，アニメーションサムネイル表

示を最適化する Web サイトのレイアウト・ユーザイン
タフェースも考える必要がある．  
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